
 

 

情報モラルの指導 ～ＬＩＮＥを通して～ 

 

愛媛県立吉田高等学校 

 山本 新吾 

１ はじめに 

本校は、各学年普通科２クラス、工業科として機械建築工学科と電気電子科がそれぞ

れ１クラスの中規模校である。情報に関しては、自分一人が「社会と情報」２単位を普

通科２クラスで担当している。２年前に本校に転勤し、８年ぶりに情報を受け持つとい

うことで試行錯誤を繰り返してきたが、振り返ってみるとどうしても情報モラルに関す

る指導が手薄だったと反省した。そこで、メールのやりとりから起こるトラブルを例に

マナーについて考える授業を実施してみた。 

 

２ 授業の展開 

 (1) スマートフォン等の携帯端末等に関するアンケートの実施 

   普通科１年生全員を対象に事前アンケートを実施して、結果をスライドで紹介し問

題点を考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校生徒はスマートフォン所有率97％で、所持した時期は中学校57％、小学校16％

であった。 

○生徒の感想 

「小学生から持ってる人がいてびっくりした」「思ったよりスマホを持っている人

が多くてびっくりした」「持ってない人もいるんだなぁと思った」 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な使用目的はＬＩＮＥやＴｗｉｔｔｅｒが予想通り多かった。１日の平均使用時

間は３時間以上が60％にも及ぶ結果となった。更に５時間以上は７％もいた。 

○生徒の感想 



 

 

「みんな安全に使っていると思ったが使いすぎかなと感じた」 

「５時間以上スマホをいじっている人はやばいと思った」 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する際に決めているルール等については、31名の生徒は特に決めていない。ま

た、30名ほどの生徒が、学習時間や睡眠時間が減少したと答えた。 

○生徒の感想 

  「ルールを決めていない人が多かったのでルールはあるほうが良いと思った」 

  「勉強時間や睡眠時間が削られるのは良くないと思う」 

 

 

 

 

 

 

 

 

この後の展開につながる重要な質問「これまでにトラブルにあったことはあります

か」について、「ある」と答えた生徒は予想をはずれた５名であった。あとで分かっ

たことであるが、チェーンメールや迷惑メールは現実に多くの生徒が受け取っていた

。これらはトラブルのうちに属さないと捉えていたらしく、トラブルにあったことは

ないと答えたようである。 

一方「メールやライン等の返信に負担を感じますか」については「よくある」「と

きどきある」を合わせると53％となり、展開していく上では助かった。 

このアンケート結果の感想「多くの人がＬＩＮＥを使っている」「ルールを決める

のは大事だと思う」「便利な面も多いが欠点も知るべき」「自分を見直してみようと

思った」「ほとんどの人が持っているから、これからもっとトラブルが増えそう」な

どの意見を紹介し、次の展開へつなげた。 

 

(2) 具体的な事例から学ぶ 

ＳＮＳの中から大半の生徒が利用しているＬＩＮＥを取り上げ、やりとりの中での

あいまい表現からのトラブルについて考えさせた。 

普段から使い慣れている画面のためか、興味深くモニターを見つめ、全員が集中し

て参加できていた。やはり身近な教材を利用するのは効果的である。 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○事例１ Ａ「映画、見にいかない！！」Ｂ「うん、行く」Ｃ「なんで行くの」 

  問 「なんで行くの」と言われＢはいやな気持ちになった。どうして？ 

  生徒の回答 

  「自分の意見を否定されたと思った」 

  「自分が行ったらいけないのかと思ったから」 

  「交通手段として聞かれたとは思わなかったから」 

  「いやな気持になった意味がわからない」 

 ○事例２ Ａ「髪、切ったんだ」Ｂ「へえ、そうなんだ」Ｃ「かわいくない」 

  問 この会話の問題点は？ 

  生徒の回答 

  「かわいいとは思わないととられる」 

「語尾に？をつけていない」 

  「言い方。普通にかわいいねと言えばよいと思う」 

 ○感じたこと 

  「少し言葉をまちがえるだけで相手を不快にさせてしまう」 

  「人によって言葉の捉え方がちがうなと思った」 

  「文字だと微妙なニュアンスを伝えるのが難しいなと思った」  

 



 

 

問 事例１でＢに嫌な思いをさせないようにするにはＣは、どう言えば良かった？ 

  生徒の回答 

  「どうやって行くの？」 

「何の交通手段で行くの？」 

  「車とか自転車の絵文字をつければよかった」 

 ○事例３ Ａ「つまらん・ω・」Ｂ「なにが」 

  問 この会話の問題点は？ 

  生徒の回答 

  「文字だけでは怒っているのか質問しているのかわからない」 

  「記号がないから感情がわからない」 

  「どうでもいいことでＬＩＮＥしすぎ」 

(3) メラビアンの法則 

メラビアンの法則を示し、文字だけでは発信する側の本当の真意は伝わりにくいこ

とを実感させ、今後の参考とさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ただし注意すべき点として、この法則は絶対に「見た目や表情が一番重要」、「内

容よりも声の大きさや口調などの話すテクニックが重要」と言い切るものではなく、

メッセージの送り手がどちらとも取れるメッセージを送った場合、受け手は視覚や聴

覚情報といったものを重視する傾向が強いと言っているだけであると念を押した。 

   

４ まとめ 

大半が画面と向き合っての授業になってしまったが、授業終了後の生徒達の感想には

「文字だけではなかなか伝わらないことがよくわかった」「文字だけでなく絵文字やス

タンプをつけて心情を表す」「送る前にもう一度確認することが大切」「相手を傷つけ

ないようにしないといけない」「大切なことは直接会って話すのが一番いいと思った」

「相手のことを考えて言葉を選びたい」「自分がされていやなことはしないことと改め

て思った」等があり、今回伝えたかったことがほぼ伝わったと実感することができた。 

  今後も教材を工夫し、伝わる授業を目指したい。 

 


